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キャリア
部門

聞いたことがある

83.8%

聞いたことはない

16.2%

＜グラフ1＞「働き方改革」の認知度

（N=445）

好意的に捉えており、

取り組みたい

46.1%好意的に捉えているが、

取り組むイメージがない

44.2%

自分には関係がない

9.7%

＜グラフ2＞「働き方改革」に対する印象

（N=373）

見直した

19.8%

検討している

31.9%

特に考えて

いない

48.3%

＜グラフ3＞自身の働き方の見直しの有無

（N=373）

調査概要
・実施期間： 2017年11月6日〜13日
・対象者： 20歳〜59歳の会社員（1都3県在住）
・対象者数： 445名



1.6%

15.0%

18.1%

21.8%

34.2%

44.6%

51.8%

57.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

その他

日本の未来のため

働くのが嫌い・あまり働きたくない

会社からの指示

今までの働き方を変えたい

健康管理

余暇時間の向上

仕事の効率化・無駄な仕事の整理

＜グラフ4＞働き方を見直す理由

（働き方を見直した／検討している人、N=193）

キャリア
部門

4.1%

22.8%

30.1%

28.5%

32.6%

46.1%

60.1%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

その他

副業

在宅勤務

早朝出勤・時間差出勤

業務の棚卸し

有給休暇の取得率向上

定時退社

＜グラフ5＞「働き方改革」行った事・検討している事

（働き方改革を実施した人・検討している人、N=193）



1.1%

7.2%

10.0%

11.7%

16.7%

17.8%

18.3%

32.8%

41.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

家に帰りたくない

働くことでスキルアップしたい

その他

満足に仕事ができない

仕事がなくなる不安

残業代が減る

今までの働き方を変えたくない

仕事が終わらない

何を見直すかがわからない

＜グラフ6＞ 働き方の見直しをしない理由

（働き方の見直しを考えていない人、N=180）

キャリア
部門



全面的に

認められている

14.8%

条件付きで

認められている

20.0%

禁止されている

54.0%

わからない

11.2%

＜グラフ1＞副業について(N=446)

すでに行っている

41.3%

具体的に

検討している

29.0%

興味がある

23.2%

興味はない

6.5%

＜グラフ2＞副業への興味（副業可／N=155）

興味がある

36.9%

やや興味がある

29.0%

あまり興味がない

18.7%

興味がない

15.4%

＜グラフ3＞副業への興味（副業禁止／N＝241）

キャリア
部門

調査概要
・実施期間： 2017年11月6日〜13日
・対象者： 大手企業（従業員数300人以上、資本金3億円以上）に勤める

20歳〜59歳の男女（1都3県在住）
・対象者数： 446名



1ヵ月以内

40.8%

3ヵ月以内

21.1%
半年以内

2.8%

1年以内

11.3%

3年以内

11.3%

5年以内

2.8% それよりも

前から

9.9%

＜グラフ4＞副業の開始時期

（副業をすでにしている人、N=71）

1ヵ月以内

18.8%

3ヵ月以内

43.8%

半年以内

18.8%

1年以内

10.4%

3年以内

6.2%

それよりも前から

2.1%

＜グラフ5＞副業の検討開始時期

（副業を検討している人、N＝48）

キャリア
部門



キャリア
部門

調査概要
・実施期間： 2017年11月6日〜13日
・対象者： 20歳〜59歳の男性会社員（1都3県在住）
・対象者数： 419名

好意的

21.2%

やや好意的

28.6%

どちらでもない

27.4%

やや違和感を

覚える

15.0%

違和感を覚える

7.6%

＜グラフ1-a＞「イクメン」という言葉に対する印象

（全体・N=419）

好意的

33.3%

やや好意的

33.3%

どちらでもない

16.7%

やや違和感を

覚える

14.4%

違和感を覚える

2.2%

＜グラフ1-b＞「イクメン」という言葉に対する印象

（20代・N＝90）



キャリア
部門

4.0%

22.1%

36.7%

3.5%

16.0%

29.2%

5.0%

12.3%

40.8%

3.6%

8.9%

40.8%

36.8%

自身が育児をあまりしないから

使い古された言葉だから

響きがダサイから

男性の育児は当たり前だから

安易に属性分けをしているから

＜グラフ2＞「イクメン」という言葉に違和感がある理由

20代 30代 40代 50代 全体

61％

37%

20%

7%

7%



健康
部門

内容まで詳しく

知っている

6.9%

詳しくはないが

知っている

29.5%

なんとなく

あったことは

知っている

21.2%

知らない

42.5%

＜グラフ1＞情報サイト・キュレーションサイトに

おける報道の認知率（N=553）

調査概要
・実施期間： 2017年10月20日〜27日
・対象者： 20歳以上の男女
・対象者数： 553名

1.6%

4.7%

10.1%

10.4%

16.7%

32.7%

43.4%

65.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

その他

情報収集をWebで行わなくなった

検索順位を参考にしなくなった

特に何もしていない

医療関係者が発信する情報のみ参照している

出典元を確認するようにしている

複数のWebサイトを参照するようにしている

情報を鵜呑みにしないようにしている

＜グラフ2＞報道後、気を付けるようになったこと

（報道認知者、N=318）



健康
部門

9.9%

3.6%

12.5%

10.7%

5.4%

8.7%

7.3%

14.3%

12.5%

10.3%

13.8%

36.9%

46.4%

46.4%

44.6%

30.4%

37.0%

41.8%

28.6%

32.1%

36.2%

25.9%

36.7%

35.7%

35.7%

39.3%

42.9%

41.3%

29.1%

37.5%

28.6%

34.5%

43.1%

16.5%

14.3%

5.4%

5.4%

21.4%

13.0%

21.8%

19.6%

26.8%

19.0%

17.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

＜グラフ3＞自身のヘルスリテラシーの高さ（性年代別）

高いと思う どちらかというと高いと思う どちらかというと低いと思う 低いと思う

20代
(N=116)

全体
(N=553)

30代
(N=112)

40代
(N=101)

50代
(N=112)

60代
(N=112)

1.4%

10.5%

15.0%

16.0%

36.4%

48.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

誤った情報を信じてしまった経験がある

情報が理解できない

情報の探し方がわからない

情報の正誤が判断できない

そういった手引き、指導を受けていないから

＜グラフ4＞自身のヘルスリテラシーが低いと思う理由

（「どちらかというと低い」「低い」選択者、N=294）



健康
部門

言葉も意味も

知っている

62.7%

言葉だけ

知っている

28.2%

知らない

9.0%

＜グラフ5＞セカンドオピニオンの認知率（N=553）

8.3%

13.1%

16.5%

16.9%

77.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

その他

医師から提案された

小説、ドラマ、映画などで知った

知人・友人から聞いた

報道で知った

＜グラフ6＞セカンドオピニオンを知ったきっかけ

（セカンドオピニオン認知者、N=503）



5.4%

10.8%

14.9%

14.9%

20.3%

36.5%

45.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

その他

手続きの方法がわからない

主治医に失礼だと感じる

どの医師に求めるべきかわからない

聞いても、治療方針の良し悪しを判断できない

費用がかかりそう

手続きが面倒だと感じる

＜グラフ8＞セカンドオピニオンを受けない理由

（「どちらかというと受けたくない」「受けたくない」選択者、N=74）

受けたい

36.7%

どちらかというと

受けたい

49.9%

どちらかというと

受けたくない

8.1%

受けたくない

5.2%

＜グラフ7＞セカンドオピニオンを受ける意思の有無

（N=553）

健康
部門



健康
部門

調査概要
・実施期間： 2017年11月10日〜17日
・対象者： 20歳〜59歳の男女（1都3県在住）
・対象者数： 439名

24.9%

23.6%

34.5%

18.2%

29.2%

18.0%

22.6%

22.6%

30.2%

36.3%

34.5%

34.5%

30.9%

35.4%

46.0%

43.4%

35.8%

30.2%

23.7%

20.0%

21.8%

30.9%

18.8%

22.0%

20.8%

28.3%

26.4%

15.2%

21.8%

9.1%

20.0%

16.7%

14.0%

13.2%

13.2%

13.2%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

＜グラフ2＞ 睡眠に問題があるか (N=422)

問題がある どちらかというと問題がある どちらかというと問題はない 問題はない

3.8%

1.8%

1.8%

1.8%

8.3%

2.0%

5.7%

3.8%

11.3%

20.4%

32.8%

40.0%

31.0%

22.9%

28.0%

26.4%

9.4%

20.8%

36.0%

43.6%

25.5%

38.2%

50.0%

32.0%

37.7%

34.0%

28.3%

20.1%

14.5%

23.6%

16.4%

14.6%

20.0%

24.5%

28.3%

18.9%

8.1%

7.3%

9.0%

12.7%

4.2%

18.0%

5.7%

9.4%

11.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

＜グラフ1＞1日の平均睡眠時間（N＝422）

3時間以下 4〜5時間程度 6時間程度 7時間程度 8時間以上

20代
(N=106)

全体
(N=422)

30代
(N=103)

40代
(N=103)

50代
(N=110)

20代
(N=106)

全体
(N=422)

30代
(N=103)

40代
(N=103)

50代
(N=110)



健康
部門

16.3%

21.3%

26.7%

35.7%

16.3%

25.2%

22.5%

36.0%

27.9%

31.0%

20.2%

20.9%

29.1%

39.5%

24.0%

7.4%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

起きられない

眠れない

眠りが浅い（夜中に目覚める）

日中に眠気を感じる

＜グラフ3＞睡眠に問題がある人の状態（N=258）

とても当てはまる 当てはまる どちらかというと当てはまる 当てはまらない

26.4%

20.2%

14.3%

14.0%

11.6%

10.1%

8.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

生活習慣の見直し

寝具の購入

スキマ時間の使い方の見直し

スマートフォンやPC利用の見直し

リラックスグッズの購入

寝室環境の改善

睡眠外来などへの通院

＜グラフ4＞睡眠改善に向けて対策したこと

（睡眠に問題がある人、N=258)



健康
部門

使用したことがある

24.0%

使用したくない

28.5%

＜グラフ5＞睡眠改善薬の利用意向（N=200）

興味はあるが

使用したくはない

22.5%

興味があり

使用してみたい

と思う

25.0%



2.4%

4.2%

4.5%

5.7%

4.0%

8.5%

2.6%

2.8%

4.5%

3.6%

5.7%

8.3%

1.9%

2.4%

1.9%

3.1%

5.4%

7.8%

1.4%

2.4%

2.6%

2.9%

5.0%

8.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

ヨガ・ピラティス

筋肉トレーニング

ランニング

階段の積極的な利用

体操・ストレッチ

ウォーキング

＜グラフ2＞行っている運動ランキング(N=422)

20代(N=106) 30代(N=103) 40代(N=103) 50代(N=110)

健康
部門

調査概要
・実施期間： 2017年11月10日〜17日
・対象者： 20歳〜59歳の男女（1都3県在住）
・対象者数： 422名

57.8%

49.3%

66.5%

41.8%

65.5%

52.7%

56.2%

52.0%

66.0%

50.9%

77.4%

42.2%

50.7%

33.5%

58.2%

34.5%

47.3%

43.8%

48.0%

34.0%

49.1%

22.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0% 100.0%

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

女性

男性

＜グラフ1＞運動習慣の有無

月に1回以上行っている 行っていない

性別
(N=422)

20代
(N=106)

30代
(N=103)

40代
(N=103)

50代
(N=110)

全体
(N=422)

33%

20%

15%

14%

12%

8%



健康
部門

7.9%

21.4%

28.6%

21.4%

28.6%

43.8%

19.2%

25.6%

24.4%

30.8%

21.9%

23.1%

15.4%

33.3%

28.2%

26.4%

23.4%

25.5%

25.5%

25.5%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体(N=178)

20代(N=51)

30代(N=47)

40代(N=42)

50代(N=38)

＜グラフ3＞運動習慣に対する意識

(運動習慣のない人、N=178)

運動習慣を持とうと努力している 運動習慣を持とうと検討している

運動習慣について意識したことは無い 運動習慣を持とうと思わない

14.0%

13.1%

9.7%

9.7%

5.0%

5.4%

14.5%

14.9%

11.3%

12.3%

9.7%

7.1%

15.6%

15.9%

14.2%

11.6%

8.3%

9.2%

18.0%

16.8%

14.9%

14.0%

11.1%

10.2%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0%

楽しんで取り組める

継続できる

お金がかからない

簡単である

結果がでる

時間がかからない

＜グラフ4＞理想的だと思う運動習慣

（運動習慣のある人、N=422）

20代(N=106) 30代(N=103) 40代(N=103) 50代(N=110)

62%

61%

50%

48%

35%

30%



健康
部門

14.0%

9.4%

7.0%

8.2%

8.6%

18.5%

13.5%

9.0%

7.4%

5.3%

12.7%

9.8%

7.4%

6.2%

5.8%

20.1%

8.2%

7.0%

6.2%

3.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

健康維持・体力づくりのため

美容・ダイエットのため

運動不足を感じるから

ストレス発散のため

趣味として

＜グラフ5＞運動を始めたきっかけ

（運動習慣のある人、N=244）

20代(N=68) 30代(N=61) 40代(N=56) 50代(N=59)

6５％

41%

30%

28%

23%



マネー
部門

クレジット
カード
33.5％

調査概要
・実施期間： 2017年11月27日〜12月4日
・対象者： 20歳〜59歳の男女（1都3県在住）
・対象者数： 4,366名

1.5%

2.8%

7.3%

8.9%

13.7%

23.2%

27.9%

29.8%

34.1%

34.4%

55.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

その他

現金で払うのはかっこ悪いから

使える現金が少ないから

現金は汚いと思うから

現金は使用した額を管理しにくいから

銀行・ATMに行くのが面倒/効率が悪いから

現金は支払い時に時間がかかるから

現金はかさばる・重いから

現金を持ち歩きたくないから

電子マネー/クレジットカードが使える場所が増えたから

現金はポイントなどの特典が得られない事が多いから

<グラフ2>現金を使わない理由

（電子マネー、クレジットカードを主な決済手段として使う人、N＝813）

52.5%

55.5%

56.9%

65.8%

57.6%

35.5%

33.1%

30.5%

22.7%

30.5%

11.8%

11.5%

12.4%

11.0%

11.7%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

50代

(N=1,100)

40代

(N=1,100)

30代

(N=1,102)

20代

(N=1,064)

全体

(N=4,366)

＜グラフ1>最も使用する支払い手段

現金 クレジットカード 電子マネー



マネー
部門

<グラフ3> 電子マネー・クレジットカードを使う金額
(電子マネー・クレジットカードを使う人、N=1,578）

15.1%

9.8%

5.2%

9.0%

50.4%

14.3%

5.0%

5.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

100円未満でも使う

100円以上であれば使う

300円以上であれば使う

500円以上であれば使う 電子マネー

クレジットカード

ある

10.6%

どちらかというとある

24.5%

どちらかというとない

25.0%

ない

39.9%

<グラフ4> 少額決済に電子マネーを使う心理的障壁

(電子マネー、クレジットカードを使う人、N=1,277)



暮らし
部門

10.6%

6.7%

2.3%

6.9%

5.2%

2.0%

6.3%

5.5%

1.1%

13.0%

4.5%

6.3%

3.6%

3.0%

4.5%

7.3%

8.5%

10.7%

0.0% 25.0% 50.0% 75.0%

20代

30代

40代

5.8%

4.3%

4.4%
11.9%

4.6%

8.8%
60.4%
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<グラフ1> インスタグラムの利用方法／頻度 (N=2,205)

ほぼ毎日投稿している 週に3回程度投稿している 週に1回程度投稿している

ほぼ毎日閲覧している 週に3回程度閲覧している 週に1回は閲覧する

当てはまるものが無い

10.2%

5.5%

1.8%

5.4%

5.2%

2.3%

6.6%

5.8%

2.5%

27.1%
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0.0% 25.0% 50.0% 75.0%

20代
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＜グラフ1-a＞インスタグラムの利用方法／頻度（女性、N=1,103）

調査概要
・実施期間： 2017年10月20日〜27日
・対象者： 20歳〜49歳の男女（1都3県在住）
・対象者数： 2,205名

＜グラフ1-b＞インスタグラムの利用方法／頻度（男性、N=1,102）

全体

約4割が週に1回以上利用



暮らし
部門

40.1%

45.0%

27.6%

50.0%

38.9%

43.9%

45.9%

44.3%

25.5%

35.0%

17.2%

20.8%

20.4%

35.1%

32.4%

39.2%

14.0%

13.8%

27.6%

20.8%

13.0%

15.8%

9.5%

10.1%

20.4%

6.2%

27.6%

8.3%

27.8%

5.3%

12.2%

6.3%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

女性(N=157)

男性(N=160)

女性(N=29)

男性(N=24)

女性(N=54)

男性(N=57)

女性(N=74)

男性(N=79)

＜グラフ2＞インスタ投稿を意識した行動の有無

（週に1回程度投稿している人、N=317）

ある どちらかといえばある どちらかといえば無い 無い

20代

30代

40代

全体

14.2%

26.4%

29.0%

29.7%

18.2%

32.7%

38.7%

42.2%

9.2%

35.3%

30.7%

38.4%

14.1%

29.1%

35.0%

39.8%

18.3%

30.6%

38.0%

26.0%

15.0%

29.3%

26.8%

36.5%

料理・お菓子を作った

商品を購入した

イベントに参加した

旅行をした・旅行を計画した

話題の場所へ行った

飲食店に行った

＜グラフ3＞インスタへ投稿するために行ったこと

(インスタ投稿を意識した行動の経験あり、N=231)

20代男性 30代男性 40代男性 20代女性 30代女性 40代女性



暮らし
部門

19.7%

18.2%

19.7%

13.6%

28.8%

42.4%

39.4%

50.0%

47.0%

19.0%

25.9%

17.2%

25.9%

27.6%

50.0%

34.5%

43.1%

44.8%

20.0%

13.3%

26.7%

28.9%

37.8%

22.2%

44.4%

46.7%

48.9%

34.4%

25.0%

40.6%

37.5%

31.2%

43.8%

56.2%

37.5%

40.6%

11.8%

11.8%

35.3%

23.5%

11.8%

41.2%

58.8%

29.4%

41.2%

7.7%

30.8%

15.4%

23.1%

23.1%

30.8%

23.1%

30.8%

38.5%

フォロワー数を伸ばしたいから

インスタグラムを使うことが面白いから

ユーザーとの交流が楽しいから

自己発信が面白いから

いいね！が欲しいから

インスタグラム自体が流行っているから

常に投稿するネタを探しているから

日常が充実しているように見られたいから

自分のセンスを認められたいから

＜グラフ4＞インスタへの投稿を意識して行動する理由

(インスタ投稿を意識した行動の経験あり、N=231)

20代男性 30代男性 40代男性 20代女性 30代女性 40代女性

13.9%

39.2%

49.4%

67.1%

20.3%

33.1%

39.8%

72.2%

20.8%

30.2%

41.5%

58.5%

20.6%

31.4%

45.1%

60.8%

18.9%

24.2%

30.5%

67.4%

23.4%

26.6%

36.2%

48.9%

投稿するのは抵抗がある

フォローしている人の近況を知りたい

情報収集を目的にしている

暇つぶしに見ている

＜グラフ5＞インスタに投稿しない理由(N=556)

20代男性 30代男性 40代男性 20代女性 30代女性 40代女性



住まい
部門

考慮した

31.0%

どちらかというと考慮した

35.4%

どちらかというと

考慮しなかった

21.2%

考慮しなかった

12.4%

＜グラフ1＞中古住宅検討時、

建築会社のブランドを考慮したか（N=661）

77.4%

46.0%

27.3%

14.4%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

ハウスメーカー

ハウスビルダー

地場工務店

設計事務所

その他

＜グラフ2＞どの建築会社が建てた家を検討したか

（「考慮した」選択者、N=222）


